
 

 

 

 

  

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ほっこりタイム 

 

 

子
こ

ども達
たち

の無邪気
む じ ゃ き

な笑顔
え が お

は昔
むかし

と変
か

わらないように感
かん

じますが、最近
さいきん

の子
こ

ども

達
たち

は多種多様
た し ゅ た よ う

なストレスにさらされ、生
い

き辛
づら

さを感
かん

じている子
こ

どもが増
ふ

えている

という話
はなし

もよく聞
き

きます。 

確
たし

かに、ユニセフによる 2025年
ねん

の「子
こ

どもの幸福度
こうふくど

調査
ちょうさ

」では、日本
に ほ ん

の総合
そうごう

順位
じゅんい

は 36か国
こく

中
ちゅう

14位
い

であるものの、精神的
せいしんてき

幸福度
こうふくど

は 32位
い

で、子
こ

ども達
たち

の心
こころ

が満
み

たされていない様子
よ う す

が窺
うかが

えます。 

しかも、厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

の統計
とうけい

では、昨年
さくねん

の小 中
しょうちゅう

高生
こうせい

の自殺
じ さ つ

は過去
か こ

最多
さ い た

の 532

人、1週間
しゅうかん

に 10人
にん

の子
こ

どもが自
みずか

ら命
いのち

を絶
た

っている状 況
じょうきょう

だと知
し

って愕然
がくぜん

とし

ました。「いじめ」の認知数
にんちすう

も「不登校
ふとうこう

」の小 中
しょうちゅう

学生
がくせい

も過去
か こ

最多
さ い た

で、孤独感
こどくかん

や

無力感
むりょくかん

、将来
しょうらい

への絶望
ぜつぼう

を抱
かか

えている子
こ

どもも少
すく

なくないそうです。一方
いっぽう

、SNS

からの誘
さそ

いに乗
の

って詐欺
さ ぎ

事件
じ け ん

や強盗
ごうとう

事件
じ け ん

に加担
か た ん

してしまう中高生
ちゅうこうせい

も増
ふ

えている

とのこと。子
こ

どもたちを健
すこ

やかに育
はぐく

むために、私
わたし

たち親
おや

には何
なに

が出来
で き

るのでし

ょうか？ 
 

家族
か ぞ く

の形態
けいたい

も様々
さまざま

になり、親
おや

も子
こ

も忙
いそが

しくて家族
か ぞ く

団
だん

らんの時間
じ か ん

が取
と

りにくく

なっている昨今
さっこん

。そのうえ、スマートフォンを初
はじ

めデジタル機器
き き

の普及
ふきゅう

によっ

て、其々
それぞれ

が「個
こ

」の時間
じ か ん

を過
す

ごすことが増
ふ

え、親子
お や こ

の何気
な に げ

ない関
かか

わりが減
へ

っては

いませんか？子
こ

どもの姿
すがた

が見
み

えにくくなっていませんか？ 

そんな今
いま

だからこそ、やっぱり、親子
お や こ

で心
こころ

通
かよ

い合
あ

うコミュニケーション‼           

私
わたし

たち親
おや

は、生活
せいかつ

リズムを整
ととの

え、家族
か ぞ く

が触
ふ

れ合
あ

う「ほっこり時間
じ か ん

」を大切
たいせつ

に、

子
こ

どもの気持
き も

ちを分
わ

かろうとする努力
どりょく

や、親
おや

の思
おも

いを丁寧
ていねい

に伝
つた

える努力
どりょく

を続
つづ

け

て、子
こ

どもの健
すこ

やかな成長
せいちょう

を支
ささ

えたいと思
おも

うのです。 

富士宮市青少年育成センターだより 
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「やっぱり！ 今
いま

こそ、親子
お や こ

で心
こころ

通
かよ

い合
あ

うコミュニケーション」 
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「富士宮市青少年のインターネットに関する実態調査」 

  
例年４月～５月に、富士宮市内の小学６年生、中学２年生、高校２年生（各学年１

学級を抽出）を対象にインターネットの利用に関する実態調査を実施しています。一

部の項目のみの掲載となりますが、ぜひ御覧ください。 
 

令和８年度調査対象者：小学６年生 782人、中学２年生 737人、高校２年生 118人 
 

１ インターネットの利用時間（平日平均）について            （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  インターネットを利用する主な機器は何ですか          （単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  インターネットを利用して主にすること                （単位：％） 
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 スマートフォンの所持率の変化     （単位：％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭で決めた「ルール（約束）」がある人の割合   （単位：％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

スマートフォン等の普及が進んでいることがアンケート調

査の結果から分かりました。インターネットの利用方法が多

岐に渡っていることや学齢期があがるにつれて家庭で決めた

ルールがあると答えている割合が減っていることがわかりま

す。こども達が犯罪に巻き込まれる危険性もあるため、この機

会に御家族で使い方やルールの確認をしてみてください。 
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エスポット

眼鏡市場

かつ銀

夢庵

⛩

一中

富士宮市
医師会館

Ｐ

青少年相談センターってどんなところ？ 

悩みや不安を抱える青少年や、こどものことで心配ごとをお持ちの保護者及び関係者の相談

に応じる機関です。また、不登校になった児童・生徒の自立と学校復帰への支援、発達支援を学

校と連携して行う教育支援センターや若者支援を行う場として機能しています。 

 

相  談  日：月曜日～金曜日 

（祝祭日・年末年始は休み） 

相談時間：午前 9時～午後５時 

※第 2・第 4水曜日は、午後 8時まで開設しています。 

小中学生に関すること  

 📱0544-22-0064 
 ◆学校生活や学習のこと  

 ◆家庭生活・生活態度等のこと  

 ◆いじめや非行の問題のこと  

 ◆発達上の問題や子育てのこと 

 ◆不登校のこと 

中学卒業～39歳までの方に関すること  

📱0544-22-1252 

 ◆若者の就学・就労のこと 

 ◆ひきこもりのこと 

 ◆友人関係や職場の人間関係のこと 

 ◆性や身体の悩み・男女関係のこと 

 ◆不登校のこと 

ご相談の流れ 

１ まずはお電話、もしくは二次元コードを 

  読み取り、メールをください。 

２ スタッフにお名前と連絡先、相談内容を 

  お伝えください。 

 （匿名での相談も可能です） 

３ 必要に応じて、面接相談の予定を立てたり 

  専門機関を紹介したりします。 

メールはこちらから 

送れます。 

医師会館の中にあります 


